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。
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霞城観桜会

馬見ケ崎さくらライン ライトアップ

　山形城跡・霞城公園は、約 1500 本の
桜が咲き誇る市内随一の花見の名所です。
今年も優雅な桜のうたげが開催されます。
◆ 桜のライトアップ
　 桜の咲き始め～散り始め
　 午後６時～９時30分（公園内）
　 午後６時～10時（公園東側お堀沿い）

時

◆ 山めん寒ざらしそば献上式
　 ４月６日（土）午前10時20分～時

◆ 山めん寒ざらしそば賞味会
　 ４月６日（土）午前11時～午後３時
　 １枚600円（無くなり次第終了）
時 時
費

　桜のトンネルが鮮やかに浮かび上がり、
あでやかな空間をつくり出します。
　桜の咲き始め～散り始め
　午後６時30分～９時

N
o.2045

4
月1
日
号

特集
・令和６年度当初予算

・４月から市の組織が変わります
・霞城公園で山形城VR／ARを公開します

くらし

No.2045 令和６年

4月1日号

   観光戦略課　☎内線424問

◆ 大茶会（野だて）と筝曲演奏
　 ４月６日（土）午前10時30分～
　 ４月７日（日）午前11時～
時

◆ 風流花流し
　 ４月６日（土）・７日（日）時
※桜の開花状況により日程・内容が変更
　になる場合がありますので、詳しくは、
　市ホームページをご覧ください。



　
山
形
市
の
令
和
６
年
度
当
初
予
算
が
、市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、「
山
形
市
発
展
計
画
２
０
２
５
」の
最
終
年
度
で
あ
り
、「
健
康
医
療
先
進
都
市
」お
よ
び

「
文
化
創
造
都
市
」の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
し
な
が
ら
、「
日
常
生
活
を
支
え
る
地
域
公

共
交
通
の
充
実
」「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
子
育
て・教
育・医
療
等
の
最
適
化
」「
良
質
な
産
業
と
雇
用

の
創
出
」、さ
ら
に
は「
脱
炭
素
社
会
形
成
の
促
進
」な
ど
に
取
り
組
み
、未
来
に
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
一
年
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、新
年
度
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当初当初未
来
に
つ
な
ぐ

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

一般会計目的別歳出

一般会計の歳入（内訳）

  一般会計当初予算　　 1,021億1,800万円

臨時財政対策債…普通交付税の代替として、平成13年度から臨時財政対策債の借り入れを
行っており、令和６年度末市債残高の38.3%を占めています。

使用料および手数料	14億8,782万円
繰入金	  25億5,269万円 
分担金および負担金	 8億3,661万円 
財産収入	 3億3,028万円 
寄付金	 20億5,000万円
繰越金	 6億円 

令和２～４年度は決算額、
令和５・６年度は当初予算額 一般会計の主な歳入

市税の状況 市債残高（借入金）■ 市民税　■ 固定資産税　■ 都市計画税
■ 市たばこ税　■ その他 ■ 事業分　■ 臨時財政対策債

土木費
公園や道路・街
路の整備、市営
住宅の管理など

116億1,993万円

総務費
地域づくりの支
援、文化・スポー
ツの振興など

92億60万円

教育費
教育の充実、学
校の改修など

89億9,455万円

公債費
市債の償還など

86億7,559万円

衛生費
保健所の運営、
各種健康診査や
予防接種など

81億7,460万円

商工費
商工業振興や観
光振興など

67億281万円

消防費
消防・救急業務
など

33億4,601万円

民生費
子育て支援、障が
い者・高齢者の福
祉、災害対策など

423億4,859万円

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度

予
算
予
算

�問　 

財
政
課　
☎
内
線
２
７
３

市税
364億974万円

（35.7%）

譲与税・交付金
95億3,413万円

（9.3%）
県支出金
75億5,884万円

（7.4%）

国庫支出金
183億3,095万円

（18.0%）

市債
44億9,250万円

（4.4%） 地方交付税
120億6,900万円

（11.8%）

諸収入
58億6,544万円

（5.7%）

依存財源
50.9%

自主財源 
49.1%

その他
78億5,740万円

（7.7%）

（単位：百万円）
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一般会計目的別歳出

一般会計の歳出（内訳）

  一般会計当初予算　　 1,021億1,800万円

【人 件 費】�定年退職者数の増や会計年度任用職員の処遇改善等により、前年度当初予算と比べて増
加しています。

【扶 助 費】�自立支援給付費や生活保護費、保育所運営費などがあり、10月(12月支給分)より支給
対象が拡充される児童手当や、施設型給付費などの伸びにより、前年度当初予算と比べ
て増加しています。

　　　　　 �なお、令和３年度および令和４年度は、子育て世帯や非課税世帯などに対する給付金の
支給等により一時的に大きく増加しています。

【投資的経費】�主に道路や学校などの公共施設の整備費です。道の駅整備事業や蔵王ジャンプ台スロ
ープカー整備事業の完了などに伴い、前年度当初予算と比べて減少しています。

令和２～４年度は決算額、
令和５・６年度は当初予算額 一般会計の主な歳出

人件費・扶助費・投資的経費 ■ 人件費　■ 扶助費　■ 投資的経費

農林水産業費
農業の振興など

19億2,483万円

議会費
議会の運営など

6億6,448万円

労働費
勤労福祉対策、
雇用対策など

4億945万円

災害復旧費
656万円

予備費
5,000万円

会計別当初予算

一般会計

特別会計

公営企業会計

　予算総額は1,021億1,800万円となり、前年度当初予算に比
べ34億600万円、3.5％の増となっています。

歳入
　市税はコロナ禍からの社会経済活動の正常化が進む中、物
価上昇の影響や定額減税の実施、県内外の経済情勢等を勘案
し、前年度とほぼ同額を見込んでいます。
　また、地方交付税および臨時財政対策債は、国の地方財政対
策等を勘案し、それぞれ前年度比13.3％の増、41.7％の減を
見込んでいます。

歳出
　限られた財源を効率的かつ効果的に活用するため、事業の
見直しによる選択と集中を図り、市民の安全・安心な暮らしを
守っていくために不可欠な行政サービスの水準を確保した上
で、重点政策を推進していきます。

　農業集落排水事業会計の企業会計への移行により９事業会
計から８事業会計となり、総額で507億922万6,000円、前年
度比0.5％の増となりました。

　農業集落排水事業会計の移行により３事業会計から４事業
会計となり、総額で428億1,411万円、前年度比0.8％の増と
なりました。
　「水道事業会計」が水道施設最適化基本構想業務委託の終了
等により前年度比1.7％の減、「公共下水道事業会計」が流域
下水道維持管理負担金等の増により前年度比0.5％の増、「市
立病院済生館事業会計」が新病院整備に向けた事業手法の決
定等の経費の増などにより前年度比0.5％の増となっていま
す。

会計名
令和６年度
当初予算額
（単位：千円）

対前年度比
（%）

一 般 会 計  102,118,000  103.5 
特 別 会 計  50,709,226  100.5 
国民健康保険事業会計  21,841,215  98.3 
後期高齢者医療事業会計  4,487,465  119.7 
介 護 保 険 事 業 会 計  23,388,198  100.6 
母 子 父 子 寡 婦 福 祉 
資 金 貸 付 事 業 会 計  70,153  103.0 

区 画 整 理 事 業 会 計  71,440  66.2 
財 産 区 会 計  9,431  116.0 
駐 車 場 事 業 会 計  558,443  101.5 
公 設 地 方 卸 売 
市 場 事 業 会 計  282,881  99.3 

※農業集落排水事業会計  ー  皆減 
企 業 会 計  42,814,110  100.8 
水 道 事 業 会 計  9,614,616  98.3 
公 共 下 水 道 事 業 会 計  17,599,845  100.5 
※農業集落排水事業会計  347,344  皆増 
市立病院済生館事業会計  15,252,305  100.5 
全 会 計  195,641,336  102.1 

※令和６年度から企業会計に移行。

扶助費
235億8,134万円
（23.1%）

公債費
86億7,533万円
（8.5%）

投資的経費
79億1,143万円
（7.8%）

物件費
173億9,666万円
（17.0%）

補助費等
144億4,510万円
（14.1%）

繰出金
88億513万円
（8.6%）

維持補修費
10億2,554万円
（1.0%）

その他
37億6,793万円
（3.7％）

人件費
165億954万円
（16.2%）

その他
52.2%

義務的経費
47.8%

（単位：百万円）
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健康の保持・増進　健康の保持・増進　

健やかな子どもの育成健やかな子どもの育成

地域共生社会の実現地域共生社会の実現

創造都市の推進創造都市の推進

11

22

33

44

令和6年度
重点政策 つの柱88

・�教育の情報化を推進する電子黒板を全ての普通教室と特
別教室では新たに音楽室・技術室・図工室に導入し、ＩＣＴ機
器による教育が標準となる環境を構築します。
・�特別支援学級向けの学習支援ソフトを全校に導入するとと
もに、学校の情報を一元管理している統合型校務支援シス
テムに、児童生徒の心の健康観察機能や保護者との連絡
機能等を追加し、校務の効率化と教育の質の向上を図りま
す。
・�スポーツと文化を対象とした休日の部活動の地域への移行
連携について、令和5年度からすでに実施しているモデル事
業の拡充に取り組むとともに、移行計画の策定に向けた検
討を行います。

・�ひきこもりをはじめとする孤独・孤立の悩みを抱える方に対す
る相談支援体制を強化するため、２４時間の対応を可能とす
るＡＩとデジタルソーシャルワーカーによるハイブリッド型チャッ
ト相談「つながりよりそいチャット」を全国に先駆けて実施し、
予防的アプローチを含めた切れ目のない相談体制を確立し
ます。
・�買い物や通院などの日常的な生活を支援するため、３地区で
タクシーを活用したモデル事業を引き続き実施するとともに、
相乗りマッチングシステムを導入し、迅速で効率的な配車に
より利用者の利便性向上を図ります。
・�難聴のある高齢者の社会的な孤立を防ぐため、アプリを使っ
て聴力のチェックをした方に加え、補聴器相談医を受診し事
業参加に同意した方も補聴器購入の補助対象者とし、ヒア
リングフレイル※対策の強化を図ります。
※ヒアリングフレイル…聴き取る機能の衰えのこと。

・�文化創造都市を推進するため、創造都市の拠点施設である
「やまがたクリエイティブシティセンターＱ１」を核として、新
たな価値創造のため地元企業との連携や人材育成等を行
い、拠点の機能を活用した中心市街地をはじめとするまちづ
くりの発展や地域経済の活性化を目指します。
・�市民が多彩な文化芸術に触れる機会やにぎわいを創出す
るため、まち全体をステージ等に見立てたやまがた秋の芸術
祭・冬の芸術祭を開催します。
・�新市民会館の施設整備から運営までを担う事業者を決定
し、基本協定および基本契約等を締結します。
・�文化財の適切な保存と地域資産としての活用により次世代
への継承および地域活性化を促進するため、文化財保存活
用地域計画を策定します。

・�食事（S）運動（U）休養（K）社会（S）禁煙・受動喫煙防止
（K）に留意する「Ｓ

ス ク ス ク

ＵＫＳＫ生活」について、引き続き普及啓
発に取り組みます。
・�山形大学と連携して開発したアプリを活用し、同大学が長年
実施してきた「山形コホート研究※」の知見等を含めた健康
情報を発信するとともに、その取り組みから得られた成果を周
知するシンポジウムを開催し、市民の健康意識の向上と行動
変容に引き続き取り組みます。
・�救急の現場で傷病者の情報を受け入れ先医療機関と共有
するシステムを新たに導入し、救急搬送の迅速化を図ります。
・�令和５年度に拡充した１８歳までの入院無料化に加えて、新
たに外来診療費も対象とし、１８歳までの医療費を完全に無
料化することで、更なる保護者負担の軽減や子どもの健康
な発育・発達を支援します。
※�コホート研究…一定期間ある集団を追跡して、病気の発生
などの健康状態を調べる研究。

発
展
計
画
を
推
進
す
る

た
め
の
共
通
基
盤
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

環
境
の
創
出

　
「
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
」と
し

て
、市
内
の
高
校
生
を
対
象
に
、こ
れ

ま
で
実
施
し
て
き
た
創
業
機
運
醸
成

の
た
め
の
講
演
会
の
ほ
か
、実
践
型

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た

に
実
施
し
、将
来
の
地
域
経
済
を
担

う
起
業
家
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

広
域
連
携
の
推
進

　
「
連
携
中
枢
都
市
圏
の
推
進
」と
し

て
、近
隣
の
市
町
と
連
携
し
、「
経
済

成
長
の
け
ん
引
」や「
高
次
都
市
機
能

の
集
積・強
化
」「
生
活
関
連
機
能
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
」に
取
り
組
み
、一
定

の
圏
域
人
口
を
有
し
、活
力
あ
る
社

会
経
済
を
維
持
す
る
拠
点
の
形
成
を

目
指
し
ま
す
。

協
働
の
推
進

　
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」と
し

て
、地
域
や
職
場
に
お
け
る
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
推
進
、男
性
の

家
事
や
育
児
等
へ
の
参
加
を
促
進
す

る
た
め
、企
業
向
け
や
男
性
向
け
の

講
座
を
実
施
し
、社
会
全
体
で
子
育

て
を
す
る
機
運
を
醸
成
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　
持
続
的
発
展
が
可
能
な
行
政
経
営

と「
山
形
市
発
展
計
画
２
０
２
５
」の

効
果
的・効
率
的
な
推
進
に
向
け
て
、

第
６
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、組
織・
人
材・
財
源
な
ど
の
限
ら

れ
た
経
営
資
源
を
有
効
活
用
し
、引

き
続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
ま

す
。

4



地域経済の活性化地域経済の活性化

山形ブランドの浸透と交流の拡大山形ブランドの浸透と交流の拡大

都市の活動を支える基盤整備都市の活動を支える基盤整備

環境保全環境保全

55

66

77

88

・�古くから根付き築き上げてきた山形市のラーメン文化の魅力
を広く発信し、ラーメンの消費拡大や誘客を促進するラーメン
プロジェクトを引き続き実施します。
・�四季折々の味が楽しめる山形市ならではのそばの魅力を発
信し、そばの消費拡大や地域経済の活性化を図るため、新
たに大都市圏においてプロモーション活動を行います。
・�日本一の観光案内所の整備に向け、基本構想を策定すると
ともに、引き続き、慶應義塾大学ＳＦＣ研究所およびＪＲ東日
本と共同で設立した共創ラボにおいて、観光推進体制の強
化やＤＸ化に向けた研究を行います。
・�参加者の希望に応じた、山形市での暮らし等を体験できるオ
ーダーメイド型の移住体験ツアーの受け入れ枠を拡充し、移
住の促進を図ります。

・�七日町地区において、「粋な町七日町」をコンセプトに料亭
文化や御

ご

殿
てん

堰
ぜき

を活用した風情ある空間を創出し、景観性の
高い街並みと街なかの回遊の向上を目指した街区整備に引
き続き取り組みます。
・�自家用車がなくても日常生活において制約なく移動できる交
通環境を構築するため、公共交通機関の乗り換え拠点とし
て重要な交通結節点となる新駅の設置に向け、山形駅と蔵
王駅間における候補地等の調査を行います。
・�一つのサービスで多様な交通手段を自由に選択し利用でき
るＭａａＳを活用した取り組みを進めるとともに、３地区におい
て新たな公共交通の導入に向けた実証運行等に引き続き
取り組みます。
・�高齢者や通学する児童生徒等の交通手段を確保し、地域
間交流の促進による地域活性化を図るため、引き続きコミュ
ニティバス等を運行します。

・�非ＦＩＴ型太陽光発電設備や省エネ効果に優れた高効率設
備の導入、遮熱・断熱対策および宅配便の再配達を減らし、
配達トラックから排出される二酸化炭素削減に資する家庭
用宅配ボックスの設置に対し、新たに補助を行います。
・�講座やイベントなどを通した普及啓発を行い、脱炭素につな
がる新しい豊かな暮らしをつくる国民運動「デコ活」を推進し
ます。
・�市が所有する不要品等について、アプリを活用した売却を行
い、市民に対するリユースの意識啓発により家庭系ごみの
削減を図ります。

・�旧大沼と済生館の周辺エリアが中心市街地をけん引する地
域となるよう、再開発の構想や整備する施設の概略などを含
めた基本構想を策定します。
・�旧千歳館の建物を保存・活用した拠点施設の整備に向け、
建物を改修する実施設計を行うとともに、やまがた舞子を活
用し、地域と連携したイベントの開催等により、芸

げい

妓
ぎ

文化の
継承と街なか観光の活性化を図ります。
・�若者や女性を対象に生成ＡＩを活用したワークショップを開催
し、未来における「山形市で働き・暮らす」ビジョンやシナリオ
を作成、可視化することで、若者や女性が地元に定着し活
躍できる環境を醸成します。
・�山形北インター産業団地の令和８年度の分譲開始に向け、
引き続き造成工事を実施するとともに、積極的な企業誘致
活動を開始します。
・�山形市のブランドであるサクランボの生産体制を維持するた
め、担い手を育成するトレーニングファームの整備運営や既
存の樹園地を継承できる体制づくりについて検討します。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
け
る
地
方
創
生
の
推
進

　
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
」と
し

て
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、や
ま
が
た
Ａ
Ｉ
部
に
対
し
、

引
き
続
き
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
農
業
者
の
減
少
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
解
消
や
新
規
就
農
者
の
就
農
定

着
を
図
る
た
め
、ス
マ
ー
ト
農
機
具

等
に
よ
る
農
作
業
の
効
率
化
や
栽
培

技
術
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
農
業
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、農
業
経
営
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。

　

介
護
現
場
に
お
い
て
、ロ
ボ
ッ
ト

や
I
C
T
等
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、構
築
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
介

護
以
外
の
業
界
に
横
展
開
し
、新
た

に
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
事
業
者

に
対
し
伴
走
型
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
家
庭
に
対

し
モ
バ
イ
ル
ル
ー
タ
ー
を
貸
し
出

し
、家
庭
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
」と
し
て
、

１
月
よ
り
導
入
し
た「
行
か
な
い
」

「
書
か
な
い
」「
迷
わ
な
い
」窓
口
を

実
現
す
る
新
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
、市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
標
準
化
に
準
拠
す
る
た

め
、ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用

し
、基
幹
シ
ス
テ
ム
等
の
構
築
に
着

手
し
ま
す
。

　
山
形
駅
の
東
口
交
通
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
に
お
い
て
、駐
車
料
金
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
で
き
る
環
境
を

構
築
し
、決
済
手
段
の
多
様
化
に
よ

る
市
民
や
観
光
客
の
利
便
性
向
上
を

図
り
ま
す
。
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平
清
水
焼
体
験
・
こ
け
し
絵
付
け
体
験
・
み

そ
作
り
体
験
の
ほ
か
に
、
今
回
か
ら
や
ま
が

た
舞
子
の
演
舞
披
露
と
お
座
敷
遊
び
体
験

が
追
加
。
山
形
市
の
文
化
を
実
際
に
体
験
し

て
、
そ
の
魅
力
や
奥
深
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

会
教
育
委
員
を
通
算
16
年
以
上
務
め
た
ほ

か
、
県
や
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
や
山
形

県
生
涯
学
習
財
団
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
多
岐
に
わ
た
る
活
動
で
培
っ
た
知
識
と

経
験
を
も
と
に
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
教
育

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

や
ま
が
た
の
多
彩
な
魅
力
を
発
見
！

　
２
月
17
日
に
、
第
６
回
や
ま
が
た
検
定
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
筆
記
試
験
で
は
、
長
年
山
形

市
に
住
ん
で
い
る
方
で
も
、
頭
を
悩
ま
せ
る
ほ

ど
深
掘
り
さ
れ
た
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
験
者
が
参
加
す
る
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、

　
山
形
市
社
会
教
育
委
員
代
表
委
員
の
新
関

徳
次
郎
さ
ん
が
、
令
和
５
年
度
社
会
教
育
功

労
者
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
、

２
月
26
日
に
佐
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
関
さ
ん
は
、
通
算
16
年
以
上
山
形
市
社

社
会
教
育
の
振
興
に
長
年
貢
献
さ
れ
ま
し
た
！

▲こけし絵付け体験の様子

▲みそ作り体験の様子

▲新関徳次郎さん

　

２
月
21
日
～
24
日
に
、
第
78
回
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
体
改
め
国
ス
ポ
の
山
形

県
で
の
開
催
は
10
年
ぶ
り
。
47
都
道
府
県
の

選
手
・
役
員
約
１
７
０
０
人
が
参
加
し
、
山

形
県
か
ら
は
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
山
形

市
で
は
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
開
催
。
暖
冬
に
よ

る
小
雪
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
競

技
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
形
県
勢
の
結
果
は
、
男
女
を
合
わ
せ
た

総
合
成
績
が
４
位
、
女
子
総
合
成
績
が
５
位

で
、
入
賞
者
は
18
人
に
及
び
ま
し
た
。

冬
季
国
ス
ポ 

暖
冬
乗
り
越
え
開
催
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山
形
人
権
擁
護

　
　
　委
員
会
会
長

未
来
を
ひ
ら
くと秋

場 
楓
さ
ん

東
北
電
化
工
業
株
式
会
社

あ
き

　ば

　
　か
え
で

人
企
業

た
く
さ
ん
あ
る
山
形
市
の
企
業
の
魅
力
を
、
そ
こ
で
働
く
若
手
社
員
が

生
き
生
き
と
活
躍
す
る
様
子
を
通
じ
て
、
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

問
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５－

８
０
７
７
）

東北電化工業株式会社　
ホームページ

▲

　東北電化工業株式会社は総合電気設
備工事業を通して、社会インフラを整
備している会社です。社員がライフス
テージに応じた働き方ができる環境を
整えるなど、社員が個性と能力を十分
に発揮できる会社を目指しています。
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今
回
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
課
で
技
術
者

と
し
て
働
く
入
社
４
年
目
の
秋
場
楓
さ
ん

に
、
入
社
の
き
っ
か
け
や
会
社
の
働
き
や

す
い
と
思
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

―
入
社
の
き
っ
か
け
は 

　
元
々
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
わ
る
仕
事
に

就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
を
経
験
し
て
、
電
気
は
生
き
て
い

く
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
と
改
め
て
気
付

き
、
電
気
に
は
人
を
安
心
さ
せ
る
力
や
笑

顔
に
す
る
力
が
あ
る
と
実
感
し
た
こ
と
で
、

そ
の
思
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
東
北
電
化
工
業
が
女
性
技

術
者
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
て
い
る
の
を
知
っ
た
こ
と
が
、

入
社
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

―
実
際
に
働
き
や
す
い
と
思
う
と
こ
ろ
は

　

電
気
設
備
工
事
の
技
術
職
と
聞
く
と
、

理
工
系
の
学
生
で
な
け
れ
ば
採
用
さ
れ
な

い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
入
社
後
の
研

修
や
資
格
取
得
の
支
援
な
ど
、
私
の
よ
う

に
文
系
出
身
者
で
も
プ
ロ
へ
と
成
長
で
き

る
教
育
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
が
と
て
も
良
く
と

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
働
き
や
す
い
点
で
す
。

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
社
員
同
士
が
相

談
し
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
、
同
期
と

の
研
修
や
社
長
を
囲
ん
で
の
女
性
社
員
の

交
流
会
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
思
い
を
伝

え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
も
働
き
や
す
い
と

思
え
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　
他
に
も
、
弊
社
は
育
児
休
業
か
ら
復
帰

後
に
職
種
を
変
え
て
も
給
与
水
準
が
下
が

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
社
員
を
大

事
に
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

―
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
こ
ろ
は

　
こ
れ
ま
で
、
主
に
道
路
照
明
の
現
場
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯

へ
の
建
て
替
え
を
す
る
際
、
他
社
の
方
々

と
協
力
し
な
が
ら
工
事
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
と
協
力
し
て
照
明

灯
が
点
灯
し
た
瞬
間
、
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
は

　
優
秀
な
技
術
・
技
能
を
有
し
、
後
進
の

指
導
に
も
貢
献
し
た
建
設
技
術
者
に
贈
ら

れ
る
「
建
設
マ
ス
タ
ー
」
に
、
昨
年
度
東

北
で
初
め
て
女
性
で
選
ば
れ
た
先
輩
が
い

ま
す
。
会
社
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
、

資
格
取
得
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
た
り
、

よ
り
多
く
の
現
場
を
経
験
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
知
識
を
吸
収
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

そ
の
先
輩
の
よ
う
に
後
輩
へ
分
か
り
や
す

く
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。



企画調整部 文化スポーツ部

まちづくり政策部

上下水道部

市立病院済生館

健康医療部 商工観光部

⃝�各種公民連携手法やルールを整理・調整するため公民連
携室を新設
⃝�文化スポーツ部を新設し、文化創造都市課とスポーツ課
を移管（文化施設整備室とスポーツ施設整備推進室は廃
止）	

⃝�本市の特性に応じた総合的かつ計画的な住宅政策の推
進を明確化するため住宅政策課へ�課名変更

⃝�包括委託業務の進
しん
捗
ちょく
に伴い給排水室を廃止

⃝施設の大規模改修業務対応のため施設建設室を新設

⃝�新病院建設に向けた業務に対応するため新病院整備準
備室を新設

⃝�新型コロナウイルスワクチン接種の定期接種化に伴い
新型コロナウイルスワクチン接種対策室を廃止

⃝�日本一の観光案内所整備を推進するため、日本一の観光
案内所準備室を新設(令和5年10月16日設置済み)
⃝�旧千歳館の整備を推進するため旧千歳館整備室を新設
⃝�兼務職員のみで構成していたインバウンド推進室に専
任職員を配置

⃝�文化・スポーツ関連の施策をより強力に推進するため
文化スポーツ部を新設
⃝�部の新設に伴い、文化創造都市課とスポーツ課を企画
調整部から移管
⃝�部活動の地域移行および地域連携を円滑に進めるため
部活動地域移行連携室を新設
⃝�文化・スポーツ関係施設整備の推進体制を強化するた
め文化スポーツ施設整備室を新設

令和５年度

令和６年度

令和５年度

令和５年度

令和５年度

令和６年度

令和６年度

令和６年度

令和６年度

企画調整部

企画調整課

文化創造都市課

スポーツ課

文化創造都市課

文化施設整備室

スポーツ課

スポーツ施設整備推進室

まちづくり政策部

管理住宅課

まちづくり政策部

市立病院済生館

管理課

医事業務室

市立病院済生館

管理課

医事業務室

企画調整部

企画調整課

商工観光部

観光戦略課

（インバウンド推進室）

商工観光部

観光戦略課

　市では、「山形市発展計画2025」の施策を推進するとともに、効果的で効率的な行政経営を行うため、令和
6年度の組織体制を一部再編しました。変更があった主なものは以下のとおりです。

�問　 行政経営課　☎内線218

新病院整備準備室

住宅政策課

部活動地域移行連携室

文化スポーツ施設整備室

公民連携室

【文化スポーツ部へ移管】

【廃止】

【文化スポーツ部へ移管】

【廃止】

文化スポーツ部

日本一の観光案内所準備室日本一の観光案内所準備室

旧千歳館整備室

 ４月から市の組織が変わります

インバウンド推進室

令和５年度 令和６年度

上下水道部

浄水政策課

上下水道部

浄水政策課

施設建設室
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ご
案
内

市
民
課
の
お
知
ら
せ

▪問
☎
内
線
３
８
７

◆
４
月
６
日
～
15
日
は
「
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
」

【
運
動
の
重
点
】

・�

子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環

境
の
確
保
と
安
全
な
横
断
方
法
の
実
践

・�

歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と
「
思
い
や
り
・

ゆ
ず
り
合
い
」
運
転
の
励
行

・�

自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
利
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
の
順
守

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う

【
自
転
車
安
全
利
用
５
則
】

１�

車
道
が
原
則
、左
側
を
通
行　
歩
道
は
例
外
、

歩
行
者
を
優
先

２�

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、

安
全
確
認

３�

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

４�

飲
酒
運
転
は
禁
止

５�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

◆「
や
ま
が
た
１
１
０
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登

録
し
ま
せ
ん
か
？

　
山
形
県
警
の
メ
ー
ル
配
信

シ
ス
テ
ム
で
、
県
内
で
発
生

し
て
い
る
事
件
や
事
故
な
ど

の
情
報
を
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
け

取
れ
ま
す
。

※�

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
登
録
で

き
ま
す
。

令
和
６
年 

能
登
半
島
地
震
災
害
の
被
災

者
に
係
る
市
民
税
・
県
民
税
の
特
別
措
置

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
住
宅
や
家
財
な
ど
の

損
害
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
分
の
市
民
税
・

県
民
税
で
雑
損
控
除
と
し
て
申
告
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▪問
市
民
税
課
（
☎
内
線
３
０
６
）

山
形
城
が
現
代
に
よ
み
が
え
る
！

　
霞
城
公
園
で
山
形
城
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
を
公

開
。
在
り
し
日
の
山
形
城
本
丸
と
二
ノ
丸

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
体
験
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪時
４
月
１
日
～

※�

園
内
の
無
料
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
範
囲
外
で
は

通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
９
）

「
第
11
代
山
形
城
主 
最
上
義
光
公
」

フ
レ
ー
ム
切
手
シ
ー
ト
の
販
売

　
騎
馬
像
や
兜か
ぶ
と、
屏び
ょ
う
ぶ風
な
ど
、
義
光
公
ゆ
か
り

の
品
が
図
柄
に
な
っ
た
切
手
で
す
。

▪時
４
月
12
日
㈮
～

▪所
最
上
義
光
歴
史
館
、
市
内
郵
便
局
ほ
か

▪内
〈
販
売
部
数
〉
５
０
０
部

▪費
１
シ
ー
ト
１
３
３
０
円
（
84
円
×
10
枚
。

シ
ー
ト
単
位
で
の
販
売
）

※「
フ
レ
ー
ム
切
手
」
は
日
本
郵
便
の
登
録
商

標
で
す
。

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
３
８
）

消
防
本
部
予
防
課
の
お
知
ら
せ

▪問
☎
６
３
４－

１
１
９
５

◆
４
月
９
日
～
22
日
は「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

　
住
宅
火
災
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
危
険
物
取
扱
者
免
状
・
消
防
設
備
士
免
状
の

写
真
書
き
換
え
を
お
忘
れ
な
く

　
10
年
ご
と
に
書
き
換
え
が
必
要
で
す
。
申
請

は
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

◆
75
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
世
帯
へ
の
防
火
訪
問

▪時
・
▪所

　
　
４
月
…�

第
８
地
区
、
第
９
地
区
、
本
沢
地
区

　
　
５
月
…�

第
７
地
区
、
西
山
形
地
区
、
大
曽

根
地
区

　
　
６
月
…�

第
２
地
区
、
東
沢
地
区
、
山
寺
地
区

※
訪
問
計
画
に
基
づ
き
、
事
前
に
電
話
等
で
了
解

を
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

や ま が た

ネ ッ ト ワ ー ク
Since 2015.Yamagata Prefectural Police

110

山形市からのお知らせ

9 2024.4.1

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641-1212（代表）



森
林
整
備
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▪問
☎
内
線
４
５
０

◆「
緑
の
募
金
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
緑
に
包
ま
れ
た
豊
か
な
国
土
を
つ
く
る
た
め
、

「
緑
の
募
金
」
活
動
（
全
国
一
斉
強
調
月
間
：

４
月
15
日
～
５
月
14
日
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
国
有
林
で
の
山
菜
採
り
に
は
入
林
許
可
証
が

必
要
で
す

　
市
内
の
５
地
区
（
山
寺
・
高
瀬
・
東
沢
・
滝

山
・
蔵
王
）
の
国
有
林
か
ら
山
菜
等
を
採
取
す

る
と
き
は
、
入
林
許
可
証
を
携
帯
し
て
入
林
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
み
は
持
ち
帰
り
、
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
し
な
い
な
ど
、
山
で
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う
。
入
林
許
可
証
（
１
地
区

５
０
０
円
（
１
年
間
有
効
））
は
、
市
役
所
６

階
森
林
整
備
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

◆「
自
生
山
菜
」
放
射
性
物
質
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

・「
自
生
山
菜
」
を
採
取
・
出
荷
さ
れ
る
方
は
、

安
全
性
を
確
認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ

い
。
出
荷
に
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
通
信
販
売
」
も
含
ま
れ
ま
す
。

・
特
に
「
コ
シ
ア
ブ
ラ
」
は
、
過
去
の
基
準
値

を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
主
検
査
を
徹
底
し
、
安
全
性
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
山
火
事
注
意 

　
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
山
火
事
の
発
生
し

や
す
い
季
節
で
す
。
た
ば
こ
や
た
き
火
な
ど
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ベ
ニ
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
一
部
運
休

▪時
・
▪内
４
月
21
日
㈰

　
　

�

午
前
９
時
山
形
駅
前
発
～
10
時
47
分
山
形

駅
着
の
中
心
市
街
地
エ
リ
ア

※
午
前
10
時
45
分
山
形
駅
発
か
ら
運
行
を
再
開

し
ま
す
。

※
東
部
・
西
部
エ
リ
ア
は
通
常
ど
お
り
運
行
し

ま
す
。

▪問
公
共
交
通
課
（
☎
内
線
９
２
６
）

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
４
月
分
）

▪内
下
条
町
３
丁
目
、
大
手
町
、
青
田
南
、
や

よ
い
１・２
丁
目

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１
７
７
）

「
新
広
域
斎
場
整
備
基
本
構
想
」
を
策

定
し
ま
し
た

　
山
形
市
、
上
山
市
、
山
辺
町
は
広
域
連
携
に

よ
る
新
し
い
斎
場
の
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
斎
場
の
現
状
や
課
題
を
整
理
し
、

斎
場
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
基
本
構

想
を
基
に
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪問
新
斎
場
整
備
推
進
室
（
☎
内
線
３
５
０
）

春
季
消
防
演
習

▪時
４
月
21
日
㈰
午
前
９
時
20
分
～
11
時
40
分

▪所
本
町
・
七
日
町
・
市
役
所
前
大
通
り　

※
午
前
９
時
～
10
時
40
分
は
、
東
北
電
力
前
交

差
点
か
ら
文
翔
館
前
丁
字
路
ま
で
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▪問
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
９
）

◆
松
く
い
虫
・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
防
除
作
業
を

実
施
し
ま
す

▪時
４
月
～
６
月
、
９
月
～
11
月

▪所
市
内
山
林

◆
市
内
の
立
ち
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
伐
採

届
が
必
要
で
す

▪対
立
ち
木
を
伐
採
す
る
方
ま
た
は
森
林
所
有
者

▪申
伐
採
を
行
う
90
日
前
～
30
日
前

◆
森
林
の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、
届
け

出
が
必
要
で
す

▪対
売
買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新

た
に
取
得
し
た
方
（
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
提
出

し
た
方
を
除
く
）

▪申
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
90
日
以

内
に
、
取
得
し
た
土
地
の
あ
る
市
町
村
へ

◆
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
で
の
森も

林り

づ
く
り
団
体
募
集

▪所
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺
環
境
保
全
林
内
市
有

地
（
蔵
王
み
は
ら
し
の
丘
）

▪内
植
樹
、
下
刈
り
な
ど
（
苗
木
は
申
込
者
で

準
備
）

▪対
会
社
や
町
内
会
、
任
意
グ
ル
ー
プ
な
ど
の

団
体

結
婚
相
談
会

▪時
４
月
18
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

▪所
市
役
所
10
階
委
員
会
開
催
室

▪内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
「
や
ま
が
た
し
良
縁

隊
」
に
よ
る
個
別
相
談

▪対
結
婚
を
望
む
方
や
そ
の
家
族
等
10
人
程
度

※
仲
人
さ
ん
も
随
時
募
集
中
で
す
。

▪申
事
前
に
電
話
で
企
画
調
整
課
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
３
）

新
た
に
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
等
で
の
納

付
が
可
能
に
な
り
ま
す

　
各
種
銀
行
や
農
協
、
東
北
６
県
内
の
ゆ
う
ち

ょ
銀
行
の
ほ
か
、コ
ン
ビ
ニ
や
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
よ
る
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り

で
の
納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▪対
４
月
以
降
に
山
形
市
が
発
行
し
た
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
市
営

住
宅
使
用
料
の
納
付
書

▪問
介
護
保
険
課
（
☎
内
線
８
４
８
）、

　
　
国
民
健
康
保
険
課
（
☎
内
線
３
５
９
）、

　
　
住
宅
政
策
課
（
☎
内
線
４
７
２
）

馬
見
ケ
崎
河
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会

（
５
月
分
）

▪時
４
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

▪所
市
役
所
９
階
公
園
緑
地
課

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
３
１
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
10



固定資産税・都市計画税のお知らせ
▪問 資産税課　☎内線318

市
「
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
ｓ
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
小
型
家
具
等
の
回
収
イ
ベ
ン
ト
で
引
き
取
っ

た
小
型
家
具
等
を
、市
「
メ
ル
カ
リ
Ｓ
ｈｏｐ
ｓ
」

へ
出
品
し
、
リ
ユ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
購
入
品
は
指
定
場
所
で
の
現
地
引
き
渡
し
の

み
で
、
配
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
９
８
）

　令和６年度の納税通知書を４月12日から送付します。
納税通知書の「課税資産の内訳」に物件明細を記載し
ていますのでご確認ください。令和５年中に相続や売買、
家屋の新増築や取り壊しなど異動があった方は確認を
お願いします。なお、令和６年度は３年に一度の評価
替えの年になります。
◆令和６年度評価替えの傾向について
・土地
　地価公示価格等の上昇に伴い、固定資産税路線価
も上昇傾向にあります。そのため、山形市では全般
的に固定資産税の評価額が上がっている状況にあり
ます。

・家屋
　このたびの評価替えでは、近年の建築に係る物価
や人件費の上昇を受け、固定資産評価基準の木造家
屋に係る「再建築費補正率」が見直され、既存の木
造家屋の再建築価格が大きく上昇しました。このため、
家屋の経過年数に応じた経年減点補正率をかけても、
評価額の減価幅がこれまでの評価替えに比べて小さ
くなる、または前回の評価額を上回ってしまう場合

もあります。前回の評価額よりも高くなった場合は、
前回の評価額に据え置かれます。

◆家屋評価のしくみ
家屋の評価額 ＝ 再建築価格 × 経年減点補正率

※�再建築価格とは評価の対象となる家屋と同一のも
のを、評価の時において新築するものとした場合
に必要とされる建築費です。新増築された家屋は、
屋根・外壁・天井・床等の資材や建築設備の種類・
数量などを調査し算出します。既存の家屋につい
ては、３年に一度の評価替えごとに、前回の再建
築価格に、物価変動状況を勘案して総務大臣が定
める「再建築費補正率」を乗じて算出します。

※�経年減点補正率とは建築後の年数経過による損耗・
減価分を表す係数です。

◆地籍調査または法務局地図作成調査が行われた土地
をお持ちの方へ
　令和５年中に登記が完了した土地は、令和６年度の
課税に登記内容が反映されています。調査が行われた
土地をお持ちの方は、内容をご確認ください。

はかりの定期検査
　取引や証明に使用する「はかり」は、２年に一度定期検査を受ける
義務があります。令和６年度は、JR奥羽本線の東側地域を対象に、次
の日程で実施します。

と　き ところ
４月15日㈪午前９時30分～11時 山寺コミュニティセンター
４月15日㈪午後１時～２時30分 高瀬コミュニティセンター
４月16日㈫午前９時30分～午後２時 霞城公民館
４月17日㈬午前９時30分～11時 滝山コミュニティセンター
４月17日㈬午後１時～２時30分 元木公民館
４月18日㈭午前９時30分～午後２時 東部公民館
４月19日㈮午前９時30分～午後２時 北部公民館
４月22日㈪午前９時30分～午後２時 鈴川コミュニティセンター
４月23日㈫午前９時30分～午後２時 楯山コミュニティセンター

４月24日㈬午前９時30分～11時30分 村山総合支庁本庁舎
（北側車庫）

４月24日㈬午後１時～２時30分 南部公民館
４月25日㈭午前９時30分～午後３時 県計量協会
４月26日㈮午前９時30分～11時30分 蔵王コミュニティセンター
※検査時間のうち、正午～午後１時は除く
▪費 １台につき500円～2,200円程度
※�詳しくは、市指定定期検査機関の県計量協会（☎644-9811）へ。
▪問 �消費生活センター内市計量検査所　☎647-2201

「
山
形
県
大
人
の
救
急
電
話
相
談
」
ダ

イ
ヤ
ル
番
号
が
変
わ
り
ま
す

▪時
４
月
１
日
㈪
午
後
６
時
～

▪内
〈
新
番
号
〉
☎
＃
７
１
１
９
／
☎
６
３
３－

０
７
９
９

※�

詳
し
く
は
、
県
医
療
政
策
課
（
☎
６
３
０－

３
３
６
６
）
へ
。

▪問
保
健
総
務
課
（
☎
６
１
６－

７
２
６
０
）

山形市からのお知らせ
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障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
福
祉
給

油
券
の
交
付

▪内
次
の
い
ず
れ
か
の
助
成
券
を
交
付

　
　
普
通
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間
24
枚
、
視
覚
障

が
い
の
個
別
等
級
が
１
級
の
方
は
年
間
36

枚
）、
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
券
（
年
間

24
枚
）、
福
祉
給
油
券
（
年
間
12
枚
）

▪持
所
有
す
る
全
て
の
障
が
い
者
手
帳（
原
本
）

▪申
障
が
い
福
祉
課
ま
た
は
市
委
託
相
談
支
援

事
業
所
へ

※
対
象
者
等
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
５
０
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
軽
減
補
助

▪内
【
教
育
扶
助
ま
た
は
就
学
援
助
を
受
給
し

て
い
る
世
帯
】

　
　
・�

教
育
扶
助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
…
児

童
１
人
に
つ
き
上
限
１
万
円
（
月
額
）

　
　
・�

就
学
援
助
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
…
児

童
１
人
に
つ
き
上
限
７
千
円
（
月
額
）

　
　
【
兄
弟
姉
妹
で
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
同

時
に
利
用
中
で
、
世
帯
の
市
民
税
所
得
割

補　
助

ポ
イ
捨
て
・
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う
！

　
山
形
市
は
、
ポ
イ
捨
て
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
放

置
を
条
例
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。
街
の
美
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
衛
生
面
や
安
全
面
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
一人一人
が
マ
ナ
ー

を
守
り
、
美
し
く
住
み
や
す
い
街
に
し
ま
し
ょ
う
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

家
庭
で
使
用
し
た
注
射
針
等
は
家
庭
ご

み
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　
在
宅
医
療
で
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
注
射
針

が
家
庭
ご
み
に
出
さ
れ
て

い
る
事
例
が
多
数
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。注
射
針
は
、

針
刺
し
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
や
薬
局
な
ど
の
医
療

機
関
へ
医
療
廃
棄
物
と
し

て
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
ご
み
減
量
推
進
課
（
☎
内
線
６
８
６
）

高
齢
者
移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付

▪内
リ
フ
ト
付
き
タ
ク
シ
ー
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

ー
装
着
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券（
年
間
12
枚
）

▪対
寝
た
き
り
状
態
で
自
力
で
の
歩
行
が
困
難

な
65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
（
自
宅
へ
の

退
院
時
に
限
り
、
入
院
中
の
申
請
も
可
）

▪持
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）

▪申
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
の
上
、
市

役
所
２
階
長
寿
支
援
課
へ

※
障
が
い
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
福
祉
給
油
券

等
と
重
複
し
て
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
６
）

「
千
歳
山
」
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　
次
の
よ
う
な
マ
ナ
ー
向
上
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・�

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

・�
山
火
事
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
た
ば
こ
の

吸
い
殻
は
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

・�

自
然
や
施
設
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

・�

ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
を
使
用
す
る
際
は
、
登
山

道
保
護
の
た
め
、
先
端
に
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
等

の
保
護
部
品
を
装
着
し
て
く
だ
さ
い

※
車
を
ご
利
用
の
方
は
、
千
歳
山
稲
荷
神
社
登

山
口
の
西
側
に
あ
る
「
千
歳
山
自
然
休
養
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
」
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▪問
公
園
緑
地
課
（
☎
内
線
５
２
８
）

戦
没
者
遺
族
相
談
員
制
度

　
戦
没
者
の
遺
族
が
各
種
年
金
・
給
付
金
等
に

関
す
る
こ
と
を
相
談
で
き
る
制
度
で
す
。
戦
没

者
の
ご
遺
族
へ
市
内
の
戦
没
者
遺
族
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
７
）

猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉

　
　
不
妊
手
術
（
メ
ス
）：
上
限
１
万
円

　
　
去
勢
手
術
（
オ
ス
）：
上
限
５
千
円

▪対
〈
対
象
の
猫
〉

　
　
・�

多
頭
飼
育
崩
壊
や
日
常
的
な
屋
外
飼
養

に
よ
り
近
隣
住
民
か
ら
ふ
ん
尿
被
害
等

の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
飼
い
猫

　
　
・�

市
内
の
飼
い
主
の
い
な
い
猫

　
　

�〈
対
象
者
〉

　
　
・�

市
内
在
住
の
方

　
　
・�

市
内
に
事
務
所
ま
た
は
住
所
を
有
す
る

団
体

▪申
手
術
前
に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
１－

１
２
１
０
）

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮
の

提
供
が
義
務
に
な
り
ま
す

　
４
月
１
日
か
ら
、
企
業
や
店
舗
な
ど
の
事
業

者
に
よ
る
「
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
合
理
的
配

慮
」
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
「
合
理
的
配
慮
」
の
提
供
と
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
か
ら
「
社
会
的
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取

り
除
く
た
め
、
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て

い
る
」
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
時
に
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
、
障
が
い
の
特
性
や
状
況

に
合
わ
せ
て
必
要
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
や
事
例
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
３
９
７
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
12



令
和
６
年
度 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

◆
県
市
補
助
（
所
得
制
限
無
し
）

▪内
〈
補
助
額
〉工
事
に
要
す
る
経
費（
税
込
み
）

の
20
％
（
最
大
24
万
円
。
世
帯
構
成
等
に

よ
り
別
枠
で
の
加
算
有
り
）

▪対
条
件
を
満
た
す
５
万
円
以
上
の
家
屋
の
修

繕
・
補
修
・
増
築
工
事
等

▪申
〈
募
集
期
間
〉
４
月
15
日
～
19
日
、
６
月

17
日
～
21
日

　
　
〈
申
請
場
所
〉
市
役
所
９
階
９
０
１
会
議
室

◆
市
補
助
（
所
得
制
限
有
り
）

▪内
〈
補
助
額
〉工
事
に
要
す
る
経
費（
税
込
み
）

の
50
％
（
最
大
20
万
円
）

▪対
条
件
を
満
た
す
５
万
円
以
上
の
修
繕
工

事
・
外
構
工
事
等

▪申
〈
募
集
期
間
〉
①
５
月
27
日
～
31
日
、
②

７
月
22
日
～
26
日

　
　
〈
申
請
場
所
〉
①
市
役
所
８
階
８
０
２
会

議
室
、
②
市
役
所
９
階
９
０
１
会
議
室

タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
捕
獲
費
補
助

▪内
〈
補
助
額
〉
捕
獲
等
を
有
害
鳥
獣
駆
除
業

者
に
依
頼
す
る
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限

１
万
５
千
円
）

▪対
市
内
在
住
で
、
市
内
に
所
有
す
る
建
物
や

土
地
に
タ
ヌ
キ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
侵
入
す

る
被
害
を
受
け
て
い
る
方

▪申
４
月
１
日
か
ら
、
申
請
書
を
記
入
の
上
、

市
役
所
10
階
環
境
課
へ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▪問
環
境
課
（
☎
内
線
６
８
３
）

高
齢
者
鍼し

ん
き
ゅ
う灸マ

ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
の

一
部
助
成

▪時
４
月
２
日
㈫
～

▪内
〈
助
成
額
〉
施
術
１
回
当
た
り
８
０
０
円

（
上
限
12
回
）

▪対
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
30
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）

▪申
健
康
保
険
証
等
の
身
分
証
明
書
を
持
参
の

上
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
２
階

長
寿
支
援
課
、
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で

※
助
成
券
の
即
日
交
付
は
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
た
場
合
の
み
で
す
。
そ
の
他
の

場
所
で
申
請
し
た
場
合
は
、
後
日
郵
送
で
交

付
し
ま
す
。

※
助
成
券
の
利
用
は
、
市
内
の
指
定
施
術
所
48

カ
所
に
限
り
ま
す
。

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１
８
１
）

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
、
一
人
一
人
の
子
ど

も
へ
の
き
め
細
や
か
な
指
導
支
援
や
各
学
校
で

の
諸
活
動
へ
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、
個
に
応
じ
た
学
習
指
導
支
援
や

小
学
校
外
国
語
活
動
・
外
国
語
の
学
習
指
導
支

援
で
す
。

　
勤
務
日
、
時
間
等
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
６
１
７
）

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
募
集

▪問
☎
６
４
５－

８
０
７
７

◆
企
業
・
事
業
所
へ
の
研
修
講
師
の
派
遣

▪内
〈
募
集
内
容
〉
企
業
内
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る

働
き
方
改
善
、
女
性
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
、
男
性
の
育
児
休
業
促
進
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
等
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
内
容
で
、
５
月
下
旬
～
令
和
７
年
２

月
末
に
実
施
す
る
研
修
会

▪対
市
内
に
所
在
す
る
企
業
・
事
業
所
先
着
10
社

▪申
４
月
２
日
か
ら
、
電
話
で
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
フ
ァ
ー
ラ
市
民
企
画
講
座
募
集

　
市
民
団
体
が
実
施
す
る
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
役
立
つ
内
容
の
講
座
事
業
に
対
し
、

事
業
経
費
を
支
援
し
ま
す
。

▪時
〈
説
明
会
〉
４
月
19
日
㈮
午
前
10
時
～

▪所
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

▪対
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
意
思
を
有
し
、

代
表
が
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
い

ず
れ
か
で
、
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
市

民
団
体

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

募　
集

額
の
合
計
が
30
万
１
千
円
未
満
の
世
帯
】

　
　
・�
第
２
子
…
児
童
１
人
に
つ
き
上
限
５
千

円
（
月
額
）

　
　
・�

第
３
子
以
降
…
児
童
１
人
に
つ
き
上
限

１
万
円
（
月
額
）

▪申
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ

※
ク
ラ
ブ
を
同
時
に
利
用
し
て
い
る
児
童
の
う

ち
、
最
年
長
児
か
ら
第
１
子
と
数
え
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
保
育
育
成
課
（
☎
内
線
５
７
８
）

※
応
募
が
予
算
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

※
工
事
施
工
者
は
、
県
内
に
本
店
等
を
有
し
、

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者
。

※
過
去
に
同
事
業
の
補
助
を
受
け
た
建
物
等
や
、

着
手
済
み
の
工
事
は
補
助
対
象
外
。

※
そ
の
他
の
要
件
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▪問
建
築
指
導
課
（
☎
内
線
４
７
６
）

山形市からのお知らせ
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市
郷
土
館
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
夕
闇
に
浮
か
び
上
が
る
、
昼
と
は
違
う
雰
囲

気
の
郷
土
館
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▪時
４
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰
午
後
４
時
30
分
～

７
時
30
分
（
入
館
は
午
後
７
時
ま
で
）

▪問
文
化
創
造
都
市
課
（
☎
内
線
６
２
６
）

野
草
園
の
催
し

▪問
☎
６
３
４－

４
１
２
０

◆
４
月
９
日
～
６
月
16
日 

休
ま
ず
開
園

▪費
３
０
０
円（
入
園
料
。
高
校
生
以
下
無
料
）

◆
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

▪時
４
月
13
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時

▪対
先
着
20
人

▪費
５
０
０
円
（
資
料
代
、
入
園
料
。
高
校
生

以
下
２
０
０
円
）

▪持
双
眼
鏡
（
貸
し
出
し
有
り
）

▪申
４
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

◆
カ
ブ
ト
ム
シ
の
育
て
方
教
室

▪時
４
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時

▪対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
15
組
30
人

▪費
１
組
千
円
（
材
料
代
、
入
園
料
）

▪申
４
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

◆
き
の
こ
（
ナ
メ
コ
・
シ
イ
タ
ケ
）
植
菌
体
験

▪時
４
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪対
小
学
生
以
上
と
そ
の
保
護
者
先
着
40
組

▪費
１
組
１
５
０
０
円
（
材
料
代
、
入
園
料
）

▪申
４
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
野
草
園
へ

◆
ガ
イ
ド
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

▪時
毎
週
日
曜
日
、
祝
日

　
　
・
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
　
・
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
　
（
４
月
９
日
～
６
月
16
日
、
９
月
は
土
曜

日
も
実
施
）

▪費
３
０
０
円（
入
園
料
。
高
校
生
以
下
無
料
）

Ｑ
１
マ
ル
シ
ェ

▪時
４
月
７
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後
４
時
、

　
　
４
月
25
日
㈭
午
後
５
時
～
９
時

▪所
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１

▪問
や
ま
が
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
Ｑ
１
（
☎
６
１
５－

８
０
９
９
）

イ
ベ
ン
ト

企
画
展
示
「
野
草
園
写
真
展
」

▪時
４
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
23
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▪所
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
街
な
か
情
報
館

▪問
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵

　
　
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
の
募
集

　
市
内
農
家
さ
ん
の
農
作
業
を
有
償
で
お
手
伝

い
す
る
制
度
で
す
。
主
に
野
菜
、
果
樹
、
花
き

等
の
栽
培
管
理
や
収
穫
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録
し
た
場
合
、
農
作
業
依

頼
の
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
作
業
内
容
や
作

業
時
間
等
は
全
て
お
互
い
の
話
し
合
い
で
決
め

ま
す
。

▪申
４
月
10
日
か
ら
、
電
話
で
市
農
業
振
興
公
社
へ

▪問
市
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－

０
８
２
２

◆
き
く
ち
え
つ
ろ
う
さ
ん
と
楽
し
む
お
は
な
し
会

▪時
４
月
３
日
㈬
・
10
日
㈬
・
17
日
㈬
・
24
日

㈬
・
27
日
㈯
午
後
３
時
～
３
時
30
分　

▪対
幼
児
～
小
学
生
先
着
20
人
程
度

◆
絵
本
と
あ
そ
ぼ
う

▪時
４
月
４
日
㈭
・
11
日
㈭
・
18
日
㈭
・
25
日

㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪対
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先
着
30
人
程
度

◆
お
は
な
し
の
広
場

▪時
４
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪対
幼
児
～
小
学
生
先
着
30
人
程
度

野草園 ４月のおすすめ植物
オオミスミソウ（上旬～中旬）

ミズバショウ（上旬～下旬）

雪解けのころ、落ち葉を押
しのけて咲き、雪割草とも
いわれています。

約１万株自生する野草園の
シンボルです。

〈入園料の減免〉
　�保育園、幼稚園、学校、公民館、コミュニティセンター、
社会福祉施設活動の場合、入園料が免除されます。事前に
ご連絡ください。

ザゼンソウ（上旬～下旬）

リュウキンカ（上旬～下旬）

自ら発熱し、周りの雪を解
かして芽を出します。

黄色の花のように見えるの
は、花弁状のがく片です。
葉はフキのような丸い形を
しています。

ホームページ インスタグラム

▲ �最新の開花情報を
チェック！

▪問 ☎634-4120

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
14



交
響
曲 

第
２
番 

ニ
長
調 O
p.73

▪費
【
全
席
指
定
】
一
般
券
７
２
０
０
円
、
ボ
ッ

ク
ス
席
８
千
円
、
高
校
生
以
下
３
５
０
０

円
（
４
月
16
日
か
ら
発
売
）

◆Live cokiba 2024

　
（
Ｊ
Ａ
山
形
市
特
別
協
賛
）

▪時
７
月
６
日
㈯
午
後
３
時
開
演
（
午
後
２
時

開
場
）

▪内
〈
出
演
〉
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
：coba

、
フ

ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
：
沖
仁

　
　
〈
曲
目
〉cokiba

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
：
悲
し

み
の
神
～Proserpina

～
、
短
く
も
美

し
き
日
、
ピ
ア
ソ
ラ
：
リ
ベ
ル

タ
ン
ゴ 

他

▪費
【
全
席
指
定
】
一
般
券
４
５
０
０
円
、
ボ
ッ

ク
ス
席
５
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２
千

円
（
４
月
16
日
か
ら
発
売
）

「
恥
ず
か
し
い
」
っ
て
な
ん
だ
？

～
第
31
回　
哲
学
カ
フ
ェ
～　

▪時
４
月
10
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

▪対
先
着
10
人
程
度

▪申
電
話
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
（
当

日
参
加
も
可
）

▪問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
６
０
）

市
民
の
茶
会

▪時
４
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
（
１
時
間
ご
と
に
１
席
）

▪所
清
風
荘
茶
室
「
宝
紅
庵
」

▪講
裏
千
家 

廣
谷
宗
香
氏　

▪対
各
回
先
着
20
人

▪費
一
服
８
０
０
円
（
菓
子
付
き
）

▪申
４
月
19
日
ま
で
に
、
電
話
で
清
風
荘
へ

▪問
清
風
荘
（
☎
６
２
２－

３
６
９
２
）

市
民
茶
会

▪時
４
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▪所
山
寺
芭
蕉
記
念
館
茶
室
研
修
室
２

▪講
方
円
流 

山
口
純
園
氏　

▪費
一
服
８
０
０
円
（
菓
子
付
き
）

▪問
山
寺
芭
蕉
記
念
館
（
☎
６
９
５－

２
２
２
１
）

音
楽
と
ダ
ン
ス
で
花
舞
うSpring Concert 

Twinkle

×
東
海
林
文
乃

▪時
４
月
14
日
㈰
午
後
２
時
開
演

▪所
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▪内
〈
曲
目
〉
さ
く
ら
の
う
た
、W

ild Flow
er

、

花
の
ワ
ル
ツ 

他

▪費
一
般
１
５
０
０
円
、
大
学
生
以
下
千
円
、

未
就
学
児
５
０
０
円

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

山
形
テ
ル
サ
の
催
し

▪問
☎
６
４
６－

６
６
７
７

◆
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
交
響
楽
団 w

ith 

亀
井
聖
矢

▪時
６
月
26
日
㈬
午
後
７
時
開
演
（
午
後
６
時

15
分
開
場
）

▪内
〈
曲
目
〉リ
ス
ト
：
レ・
プ
レ
リ
ュ
ー
ドS.97

、

リ
ス
ト
：
ピ
ア
ノ
協
奏
曲 

第
１
番 

変
ホ

長
調S.124/R455

（
ピ
ア
ノ：

亀
井
聖
矢
）、
ブ
ラ
ー
ム
ス
：

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
７
５

◆
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
４
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪対
先
着
20
人

◆
名
曲
か
ら
学
ぶ
韓
国
語

▪時
４
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▪対
先
着
20
人

親
子
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験

▪時
①
５
月
11
日
㈯
②
５
月
25
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
３
時

▪内
親
子
で
自
然
体
験
活
動
や
炊
飯
活
動
を
行
う

▪対
市
内
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の
保
護
者
各

日
８
組
（
抽
選
）

▪費
１
人
６
０
０
円
程
度

▪持
山
歩
き
に
適
し
た
服
装
、
雨
具
、
軍
手

▪申
①
は
４
月
17
日
、
②
は
４
月
25

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は
二
次
元

コ
ー
ド
で　

▪問
少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

教
室・講
座

あ
な
た
の
や
る
気
応
援
企
画　
初
心
者

の
た
め
の
ふ
ら
っ
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
室

▪時
４
月
26
日
㈮
午
後
６
時
～
７
時
30
分

▪所
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▪対
先
着
８
人

▪申
４
月
24
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
７－

２
２
６
１
）、Ｅ
メ
ー
ル（center@

yam
agata-npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７－

２
２
６
０
）

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム

▪時
４
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
、
正
午
～

午
後
１
時

▪対
５
歳
～
12
歳
各
回
先
着
10
人

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム O

w
l's N

est

▪時
４
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～
３
時

▪対
英
語
力
の
高
い
５
歳
～
12
歳
先
着
10
人

※
▪申
い
ず
れ
も
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

山形市からのお知らせ
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障
が
い
名
を
記
入
の
上
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で
福
祉
文

化
セ
ン
タ
ー
へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪時
６
月
５
日
～
７
月
31
日
毎
週
水
曜
日
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▪所
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▪対
全
て
参
加
可
能
な
方
先
着
20
人

▪費
３
５
０
円
（
保
険
代
）

▪申
５
月
17
日
ま
で
に
、
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら

令
和
６
年
度 

危
険
物
取
扱
者
試
験
準

備
講
習
会
（
乙
種
第
四
類
）

▪時
５
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬
、
23
日
㈭
・
24
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▪所
消
防
本
部
西
消
防
署
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▪対
各
回
先
着
30
人

▪費
３
千
円
（
受
講
料
。
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▪申
４
月
15
日
～
５
月
10
日
に
消
防
本
部
予
防

課
内
山
形
市
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局
へ

※
申
し
込
み
等
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
消
防
本
部
予
防
課
内
市
危
険
物
安
全
協
会

事
務
局
（
☎
６
３
４－

１
１
９
５
）

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
講
座

▪問
☎
６
４
５－

９
２
３
３

◆
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▪時
５
月
15
日
～
令
和
７
年
２
月
19
日
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時
～
９
時

▪所
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
研
修
室
１

▪内
聴
覚
障
が
い
者
の
理
解
、
手
話
の
学
習

▪対
手
話
初
心
者
20
人
（
抽
選
）

▪費
３
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▪申
４
月
30
日
ま
で
に
、
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら

◆
第
38
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
傾
聴
講
座

滝
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪問
☎
６
２
２－

３
４
０
１

◆
瀧
山
三
百
坊
見
学
～
大
山
桜
観
桜
と
慈
覚
大

師
御
堂
へ
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
～

▪時
４
月
26
日
㈮
午
前
９
時
～
11
時
50
分

▪対
先
着
30
人

▪持
山
歩
き
に
適
し
た
服
装

▪申
４
月
１
日
～
10
日
に
、
電
話
で
滝
山
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

▪時
５
月
16
日
～
10
月
31
日
の
毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午
（
全
９
回
）

▪内
狭
衣
物
語
（
下
巻
）
の
解
説
と
朗
読

▪対
60
歳
以
上
の
方
20
人
程
度
（
抽
選
）

▪費
２
９
２
６
円
（
書
籍
代
下
巻
。
お
持
ち
で

な
い
方
）

▪持
狭
衣
物
語
（
下
巻
）

※
▪申
４
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
教
室
・

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

書
籍
購
入
の
有
無
を
記
入
の
上
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
は
が
き
の
い
ず
れ
か
で

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
直
接
の
申
し
込
み

も
可
）

◆
身
体
障
が
い
者
生
活
支
援
事
業

【
言
語
機
能
回
復
訓
練
教
室
】

▪時
５
月
～
12
月
の
毎
月
第
１
土
曜
日
（
５
月

は
第
２
土
曜
日
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分　
（
全
８
回
）

▪対
言
語
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
者
先
着
10
人

【
運
動
機
能
回
復
訓
練
教
室
】

▪時
５
月
～
令
和
７
年
２
月
の
毎
月
第
３
土
曜

日
午
前
10
時
～
正
午
（
全
10
回
）

▪内
理
学
療
法
士
の
指
導
を
受
け
て
身
体
機
能

を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
の
運
動
を
行
う

▪対
運
動
機
能
に
障
が
い
の
あ
る
身
体
障
が
い

者
手
帳
の
所
持
者
15
人
（
抽
選
）

▪費
２
１
０
円
（
保
険
代
）

※
▪申
４
月
23
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
教
室
・

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

　
　

６
２
５－

２
１
５
０

　
　
Ｅ
メ
ー
ル　

fukubunsen@
city.yam

a

　
　
　
　
　
　
　

gata-yam
agata.lg.jp

　
　
〒
９
９
０－

０
０
２
１
小
白
川
町
２－
３－
47

◆
小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘
事
業
「
ゆ
る
～
く
楽
し

い
は
つ
ら
つ
体
操
教
室
」

▪時
５
月
７
日
～
28
日
の
毎
週
火
曜
日

　
　
午
前
10
時
～
正
午
（
全
４
回
）

▪対
全
て
参
加
可
能
な
60
歳
以
上
の
方
先
着
30
人

▪申
４
月
９
日
か
ら
電
話
で

▪費
84
円
（
保
険
代
）

◆
小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘「
古
典
文
学
に
親
し
む
」

狭さ
ご
衣ろ
も
物
語

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▪時
４
月
29
日
（
月
・
祝
）
午
前
９
時
～
正
午

▪所
消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
成
人
を
対

象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を
発
行

し
ま
す
）

▪対
先
着
40
人
程
度

▪申
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
で

※
ｅ－

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
の
利
用
を

推
奨
し
て
い
ま
す
（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１
１
９
３
）

▪時 とき　▪所 ところ　▪内 内容　▪講 講師等　▪対 対象・定員　▪費 費用（無料は記載なし）　▪持 持ち物　▪申 申し込み（不要は記載なし）　▪問 問い合わせ
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　市コミュニティファンド（市民活動支援基金）は、
皆さんからの善意による寄付を原資とした、地域課
題解決のための補助制度です。市コミュニティファ
ンドは、市内のNPO法人や市民活動団体等の公益活
動に役立てられています。
　令和６年度も事業提案を募集します。市民活動に
チャレンジしてみませんか？

 【主な補助メニュー】 
 1分野補助  ［上限：10万円～30万円］
特定の分野・個別ファンドのテーマに合った
事業に補助をします。

 2一般補助  ［上限：40万円］
分野は自由で、公益性の高い新規事業に補助
します。
令和４年度まで実施していた「公開プレゼン
テーション補助」に代わる新しい制度です。
大勢の前でのプレゼンテーションではなく、
評議委員会での書類審査と事業説明等で事業
を審査し選定されます。

【募集期間】４月１日～30日

　募集内容など詳しくは、市コミュニティ
ファンドホームページの「募集要項」をご
覧ください（４月初旬掲載予定）。

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

　２月18日、フランス発祥のレストランガイド
「ゴ・エ・ミヨ」で世界的な評価を受けている「レ
ストラン パ・マル」のオーナーシェフ 村山優輔氏
と「ナチュラルワインと気まぐれキッチン プルピ
エ」のオーナーソムリエ 佐藤洋一郎氏をお迎えし、
市長とのトークイベントを開催しました。

ぜひ、次の二次元コードから　
ご覧ください

▲

市
長
のや
ま

た
が

自慢

「
祝
・
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録
決
定
！
」

ユネスコ創造都市

やまがた 便り
�問 文化創造都市課　☎内線777

第40回クリエイティブカフェ
「山形と世界をつなぐガストロノミー」

アーカイブ配信決定！

山
形
市
長

　
寛
永
元
（
１
６
２
４
）
年
、
山
形
城
主
鳥
居
忠
政
は
、
治
水
対
策
と

し
て
現
在
の
文
翔
館
あ
た
り
を
流
れ
て
い
た
馬
見
ケ
崎
川
の
流
れ
を
現

在
の
位
置
に
変
え
、
そ
の
代
わ
り
に
馬
見
ケ
崎
川
に
五
つ
の
取
水
口
を

設
け
て
町
中
に
水
路
を
張
り
巡
ら
せ
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と
し
て

利
用
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
山
形
五
堰
で
す
。

　
そ
の
歴
史
性
や
、
貴
重
な
水
資
源
を
創
意
工
夫
し
な
が
ら
分
け
合
っ

て
き
た
分
水
慣
行
の
特
殊
性
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
11
月
４
日
、
イ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た
国
際
か
ん
が
い
排
水
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
）
国
際
執
行

理
事
会
に
お
い
て
、
山
形
五
堰
の
世
界
か
ん
が
い
施
設
へ
の
登
録
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
中
心
市
街
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、「
歩
く
ほ
ど

幸
せ
に
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
御ご

殿て
ん

堰ぜ
き

を
生
か
し
た
回
遊
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
３
月
29
日
、
い
よ
い
よ
七
日

町
の
十
一
屋
本
店
と
、
オ
ワ
ゾ
ブ
ル
ー
山
形
の
間
を
流
れ
る
御
殿
堰
の

整
備
事
業
が
完
成
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
い

た
部
分
が
美
し
い
流
れ
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
今
年
は
山
形
五
堰
築
造
４
０
０
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
。
遺
産
登
録
と
合
わ
せ
て
市
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、今
後
予
定
さ
れ
て
い
る「
粋
な
町 

七

日
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
粋
七
）
に
よ
っ
て
、
水

の
町
屋
御
殿
堰
の
上
流
部
分
も
整
備
を
し
て
い

き
ま
す
。
今
後
も
山
形
五
堰
に
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ

さ
い
。

▲当日の様子

チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンド
補助事業を募集します！

�問 企画調整課　☎内線223
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「こころ通わせ　いのち支える　
想
おも

いやりのまち山形市」の実現に向けて
　市では、いのち支える山形市自殺対策計画（第２
期）を策定しました。各関係機関、民間支援団体、
企業、地域社会が一体となって、自殺対策を「生き
ることの包括的な支援」として推進していきます。

詳しくは、市ホームページを　
ご覧ください

▲

�問　 健康増進課　☎616-7275

推定食塩摂取量検査を
受けましょう！
　健診の尿検査の値から、１日の食塩摂取量を推定
します。毎年受けることで食事の取り方や食塩摂取
量の変化が分かります。
�所 公民館・コミュニティセンター等の集団健診会場
�対� �市の集団健診で、特定健診、すこやか健診、75
歳以上の方の健康診査を受ける方で、推定食塩
摂取量検査を希望される方

�費 150円
�申 健診の受付でお申し出ください
�問　 健康増進課　☎616-7273

健 

康

健 
診

風しん抗体検査・予防接種
クーポン券の期限を延長しました
　令和２年にお送りした無料クーポンの有効期限は
令和４年１月と記載されていますが、令和７年３月
末まで使えます。まだ受けていない対象者の方はご
確認ください。
�対 �昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれ
の山形市に住民票がある男性

�内〈助成内容〉抗体検査および予防接種を全額助成
　　�〈受け方〉クーポン券と身分証（運転免許証、マ
イナンバーカード等）を持参の上、全国の協力
医療機関や特定健診、職場健診等で抗体検査を
受けてください（病院・診療所で抗体検査・予
防接種を希望する場合は、事前に医療機関へお
問い合わせください）。

※�クーポン券を使って受けることができる抗体検
査・予防接種は１回のみです。
※�クーポン券は令和２年３月末に発送しました。そ
の後に転出・転入した方は住民票のある市町村で
クーポン券の発行が必要です。

�問 健康増進課　☎616-7274

予 

防

健 

診
１カ月児健康診査が始まります
　市では１カ月健診を全ての赤ちゃんに安心して受け
てもらうために、令和６年度から健診費用を助成します。
�時 ４月１日（月）～
�内〈公費負担上限額〉4,000円（１人１回）
�対 � �令和６年４月１日以降に生まれたお子さん

５歳児健康診査が始まります
　市では令和６年５月から、５歳児健康診査を行いま
す。対象の方へは、健診の約１カ月前に通知します。
�内 問診、身体測定、小児科診察、個別相談（希望者）
�所 � �霞城セントラル４階 健康診査室
�対 � �年度内に５歳になるお子さん（年中児）

詳しくは、市ホームページを
ご覧ください

▲

健 

康

前立腺がん検診
無料クーポン券を発送します
　４月上旬に、対象者の方へ無料クーポン券を発送
します。クーポン券を活用し検診を受診しましょう。
�対� �前立腺がん検診…本年度61歳（昭和38年４月１
日～昭和39年３月31日生まれ）になる男性

※�無料クーポン券の有効期限は令和７年１月31日
までです。

�問　 健康増進課　☎616-7272

検 

診

※�いずれも受診方法等詳しくは、市ホームページをご覧ください。
� �問　 母子保健課　☎647-2280

S
ス ク ス ク
UKSKメニューを

食べてみませんか
　市では、健康寿命の延伸のため、飲食店が提供
する健康に配慮したメニューを「SUKSKメニュ
ー」として認定しています。SUKSKメニューには、
「食塩控えめ」「野菜たっぷり」「バランス」「SUKSK
減塩」などの種類があり、地元でとれた食材も取
り入れています。認定メニューを食べた方には、
SUKSKポイントを500ポイント進呈します。
※�メニュー提供店の詳細は、市ホーム
ページをご覧ください。

�問　 健康増進課　☎616-7271
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生
活
の
す
す
め

月 の 相 談４
市民相談
�問 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日 午前９時～午後４時

行政書士相談
８日㈪ 午前９時～午後４時

人権・困り事相談
９日㈫ 午後１時～４時

土地境界に関する相談
11日㈭ 午前10時～午後３時

司法書士相続登記相談
12日㈮・22日㈪ 午前10時～午後４時

行政に関する相談
16日㈫ 午前10時～午後３時

登記手続相談
17日㈬ 午前10時～午後３時

※29日（月・祝）を除く
（予約不要・当日窓口へ）

ふれあい総合相談
�問 市社会福祉協議会 ☎645–8177

年金相談
９日㈫ 午後１時～４時

税金相談
10日㈬ 午後１時～４時

人権相談
18日㈭ 午後１時～４時

法律相談
金曜日 午後１時～４時
※�困りごと相談は４月より廃止となりました。
※�当日正午から、電話（☎６４５–８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談（売上増進支援センターY-biz）
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ…売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616–7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき…�月～金曜日 午前10時～午後４時
　※29日（月・祝）を除く
▶ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645–6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（青少年指導センター）
▶︎とき…月～金曜日 午後１時～５時
　　　　※29日（月・祝）を除く
▶ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631–4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談（まんさくの丘）
▶︎とき…14日㈰ 午前10時～正午
▶ところ…まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688–3540
※相談には事前の予約が必要です。

こども電話相談（こども家庭支援課）
▶︎とき…月～金曜日 
　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　※29日（月・祝）を除く
▶ところ…こども家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641–3636（直通）

外国人専門相談（国際交流センター）
▶︎とき…�３日㈬・17日㈬午前11時～午後３時
▶ところ…国際交流センター
▶問い合わせ…☎647–2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国語（ベトナ
ム語、タガログ語、ポルトガル語、インド
ネシア語での相談は要予約）。専門相談で
は、在留資格、帰化、永住、婚姻、外国
からの呼び寄せ等の相談を受け付けます。
※�県行政書士会と連携して実施しています。
※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問 消費生活センター ☎647–2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日 午前９時～午後５時
※30日㈫を除く

消費生活法律相談
25日㈭午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。

ファーラ相談室
�問 市男女共同参画センター
　（ファーラ）☎645–8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時
※29日（月・祝）を除く

法律相談
12日㈮・19日㈮・26日㈮ 午後４時～６時
※４月１日から予約受け付け。

助産師による女性の健康相談
��思春期から更年期までの女性の健康、体の
悩み、出産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

山
形
市
保
健
所
長　
山
下
英
俊

　

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
で
す
。
２
０
２
２
年
の
平

均
寿
命
は
、
男
性
が
81
・
05
歳
、
女
性
が
87
・
09
歳
で
す
。

１
９
５
０
年
の
段
階
で
は
、
日
本
の
女
性
平
均
寿
命
は
60

歳
前
半
、
男
性
は
60
歳
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
９
７
０
年
前
後
に
世
界
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
追
い
つ

き
、
そ
れ
以
降
に
平
均
寿
命
は
延
伸
し
て
、
ほ
ぼ
世
界
の

ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
急
速
に
平
均
寿
命
が
延
伸
し
た
の
か
、

理
由
は
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
厚
生
労
働
省
の
白
書

に
よ
り
ま
す
と
、
戦
後
に
お
け
る
医
学
・
医
療
の
進
歩
、

公
衆
衛
生
活
動
の
発
展
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
ま

す
。
医
療
の
レ
ベ
ル
の
向
上
に
よ
る
こ
と
は
納
得
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
病
気
を
健
康
診
断
（
一
般
健
診
、
特
定

健
診
な
ど
）、
検
診
（
が
ん
検
診
な
ど
）
な
ど
で
早
期
発
見
、

早
期
治
療
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
定
期
的
に

健
診
、
検
診
を
受
け
て
、
自
分
で
は
自
覚
症
状
が
な
い
と
き

に
疾
患
を
見
つ
け
て
適
切
に
治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
人
で
多
く
の
方
が
罹り

患か
ん

す
る
が
ん
で
み
て
み
ま
し

ょ
う
。
２
０
２
１
年
に
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
表

し
た
５
年
生
存
率
に
よ
る
と
、
胃
が
ん
で
は
、
早
期
の
ス

テ
ー
ジ
Ｉ
で
98
・
７
％
、
進
行
し
た
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
６・
２

％
、
大
腸
が
ん
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
Ｉ
で
98
・
８
％
、
ス
テ

ー
ジ
Ⅳ
で
23
・
３
％
で
す
。
女
性
の
乳
が
ん
、
ス
テ
ー
ジ

Ｉ
で
１
０
０
％
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
で
38
・
８
％
で
す
。
残
念

な
が
ら
進
行
し
た
が
ん
に
対
し
て
は
困
難
も
あ
り
ま
す
が
、

早
期
の
が
ん
が
い
か
に
治
る
病
気
に
な
っ
て
い
る
か
が
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
と
考
え
ま
す
。

　

山
形
市
で
は
が
ん
検
診
な
ど
多
く
の
検
診
、
健
康
診
断

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

い
た
だ
き
、
症
状
が
な
い
段
階
で
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

長
寿
の
た
め
に
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20

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

■
企
画・編

集
　
　
山
形
市
総
務
部
広
報
課

〒
990-8540　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25号

TEL（
023）641-1212（

代
表
）　
FAX（

023）641-2535（
広
報
課
直
通
）

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
 令

和
6年

山
形
市
役
所

検
索

霞城観桜会

馬見ケ崎さくらライン ライトアップ

　山形城跡・霞城公園は、約 1500 本の
桜が咲き誇る市内随一の花見の名所です。
今年も優雅な桜のうたげが開催されます。
◆ 桜のライトアップ
　 桜の咲き始め～散り始め
　 午後６時～９時30分（公園内）
　 午後６時～10時（公園東側お堀沿い）

時

◆ 山めん寒ざらしそば献上式
　 ４月６日（土）午前10時20分～時

◆ 山めん寒ざらしそば賞味会
　 ４月６日（土）午前11時～午後３時
　 １枚600円（無くなり次第終了）
時 時
費

　桜のトンネルが鮮やかに浮かび上がり、
あでやかな空間をつくり出します。
　桜の咲き始め～散り始め
　午後６時30分～９時

N
o.2045

4
月1
日
号

特集
・令和６年度当初予算

・４月から市の組織が変わります
・霞城公園で山形城VR／ARを公開します

くらし

No.2045 令和６年

4月1日号

   観光戦略課　☎内線424問

◆ 大茶会（野だて）と筝曲演奏
　 ４月６日（土）午前10時30分～
　 ４月７日（日）午前11時～
時

◆ 風流花流し
　 ４月６日（土）・７日（日）時
※桜の開花状況により日程・内容が変更
　になる場合がありますので、詳しくは、
　市ホームページをご覧ください。

広 告
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